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SuperH RISC engine C/C++コンパイラVer.8 
不具合内容(3) 

 

SuperH RISC engine C/C++コンパイラ Ver.8.0台における不具合内容を以下に示します。 
 
１. ゼロ拡張削除不正 
【現象】 
ループ内で 2回以上参照する unsigned char/unsigned short型変数のゼロ拡張が不正に削除
されることがあります。 
 
【例】 
              MOV.B       @Rm,Rn 
              EXTU.B      Rn, Rn    ;上位 3byteをクリア 
                    ： 
              MOV.B       Rn,@R15   ;スタックに割付 
                    : 
              MOV.B       @R15,R12  ;R12に割付 
                                        =>EXTU.B R12,R12 が出ない 
           L1: 
                    : 
              CMP/EQ      R12,R2    ;R12の値が不正 
                    : 
              BT           L1 
                    : 
 
【発生条件】 
以下のすべての条件を満たした場合に発生することがあります。 

(1) optimize=1を指定している。 
(2) unsigned char/unsigned short型変数が存在する。 
(3) (2)の変数がループ内を含めて 2回以上参照される。 
(4) (2)の変数がレジスタに割り付かない。 
(5) (3)のループ内で使用されないレジスタが存在する。 
(6) (5)のレジスタがループ外で使用されている。 
 

【回避方法】 
以下の方法で回避できます。 

(1) optimize=0を指定する。 
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２. ループ内変数の 2次式の計算の結果不正 
【現象】 
ループ内で、m*(i*i+b*i)という形のループ変数 i の 2次式が存在する場合、最適化により 
結果不正となることがあります。 
 
【例】 
    int a[100]; 

f() { 
        int i; 

    for (i=0;i<100;i++){ 
a[i] = 3 * (i * i + 555 * i); /* 3*i*i+555*iに不正に変換される*/ 

    } 
} 

 
【発生条件】 
以下のすべての条件を満たした場合に発生することがあります。 

(1) optimize=1を指定している。 
(2) ループが存在する。 
(3) (2)のループ変数が int/unsigned int/long/unsigned long型である。 

    (4) (2)のループ内に(3)のループ変数の 2次式が存在する。 
    (5) (4)は”m * (i * i + b * i)”(i：ループ変数、m,b：変数もしくは定数)の形である。 

 
【回避方法】 
以下のいずれかの方法で回避することができます。 

(1) optimize=0指定する。 
(2) 該当するループ内変数に volatile修飾子を付加して定義する。 
(3) 該当するループ内変数を int/unsigned int/long/unsigned long以外の型で宣言する。 
(4) 該当する 2次式の係数 m をあらかじめ 1次の項/2次の項に分配する。 
例:    3 * (i * i + 555 * i)   →   3 * i * i + 3 * 555 * i  
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３. 加算/減算/乗算で拡張削除不正 
【現象】 
加算/減算/乗算の結果を、それより小さなサイズの型の変数に代入、もしくは小さなサイズの
型に変換し、その結果を加算/減算/乗算で使った場合、拡張命令が不正に削除されることがあり
ます。 

【例】 
int x,a; 
test_000() 

    { 
        char b; 
        b = (char)(a + 3); 
        x = b + 2; 
    } 
 
_f: 
              MOV.L       L11,R6     ; _a 
              MOV.L       L11+4,R2  ; _x 
              MOV.L       @R6,R6 
              ADD         #5,R6      ; charへのキャストが削除され、a+5の結果を 
                                      ; xに代入している。 
              RTS 
              MOV.L       R6,@R2 
 
【発生条件】 
以下のすべての条件を満たした場合に発生することがあります。 

(1) optimize=1を指定している。 
(2) ２つのオペランドのうち片方のみが定数である加算、減算、乗算が存在する。 
(3) (a),(b)のいずれかが成立する。 

      (a)  (2)の結果を、それより小さなサイズの型にキャストし、その結果を加算、減算、 
乗算している。 

      (b)  (2)の結果を、それより小さなサイズの型の変数に代入し、その結果を加算、減算、 
乗算している。 

 
【回避方法】 
以下のいずれかの方法で回避することができます。 

(1) optimize=0を指定する。 
(2) 発生条件(2)の結果を volatile宣言した変数に代入する。 
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４. 定数除算の拡張削除不正 (SHC-0001) 
【現象】 
定数除算において、除数と被除数をともにそれらより小さなサイズの型に変換して、演算結果
を変換後の型の変数に代入する時、除数または被除数に対する型変換が不正に削除される場合が
あります。 

【例】 
char c; 
int i; 
func(){ 

        c = ((char)i / (char)2); /* 被除数を不正に int型で計算している */ 
    } 
 

func2(){ 
c = ((char)i / (char)0x102); /* 除数を不正に 0x00000102で計算している */ 

    } 
 
【発生条件】 
以下のすべての条件を満たした場合に発生することがあります。 

(1) optimize=1を指定している。 
(2) 定数による除算が存在する。 
(3) (2)の除算で、除数と被除数をともにそれらより小さなサイズの型へ変換している。 
(4) 除数の値が 2のべき乗である、または cpu=sh1以外でかつ division=cpu=inlineを指定
している。 

(5) 除算の結果を(3)の変換後の型の変数に代入している。 
 

【回避方法】 
以下のいずれかの方法で回避することができます。 

(1) optimize=0指定する。 
(2) 除数の定数値のキャストを削除し、除数をキャスト後の値で置き換える。 
例 func1():  c = ((char)i / (char)2);       →  c = ((char)i / 2);  

func2():  c = ((char)i / (char)0x102);  →  c = ((char)i / 0x02);  
    (3) 除算の結果を int型の変数に代入する。 
      例: func1():  tmp = ((char)i / (char)2);  (tmp: int型変数) 
                  c  =  ( char ) tmp;  
 

以上 




